
４ 製造品出荷額等

（１）概 況

平成２１年の製造品出荷額等は 3 兆 844 億円で、前年に比べ 1 兆 3,261 億円の減少（前

年比 30.1％減）となり、8 年ぶりの減少となった。

（表８）

（２）業種別状況

前年に比べ増加したのは３業種、減少したのは２１業種であった。

増加業種では輸送機器の増加額が 248 億円で最も大きく、次いで、はん用機械、なめし革と

なっている。一方、減少業種では石油・石炭の減少額が特に大きかった。

また、業種別構成では、鉄鋼(15.2%)、情報通信(13.9%)、輸送機器(13.9%)、化学(13.4%)

の割合が大きく、これらの 4 業種で全体の半分(56.4%)を占めている。

（表８、図１３、図１４）





（３）従業者規模別状況

小規模、中規模層、大規模層の全ての規模層で前年より減少した。

・規模別構成比

小規模層（ 4～ 29 人） 7.8％（ 2,411 億円 ）

中規模層（ 30～299 人） 27.9％（ 8,596 億円 ）

大規模層（ 300 人以上 ） 64.3％（ 19,838 億円 ）

（表９、図１５）



（４）市町村別状況

前年に比べ増加したのは３市町、減少したのは１５市町村となった。

また、市町村別構成では、大分市が全体の 56.0％を占めている。

（表３、図１６）

（５）地区別状況

南部地区で前年を上回ったが、その他の地区は前年を下回った。

（表３、図１７）


